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此
下
女
に
持
た
せ
上
げ
候
木
は
何
に
候
や
。 

小
生
は
タ
ブ
の
き
と
思
へ
ど
、
前
日
小
生
方
に
生
え
あ
り
、
貴
下 

タ
ブ
な
り
と
仰
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
比
ぶ
る
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拙
宅
に
あ
る
も
の
は 
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此
図
の
如
く
葉
の
さ
き
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

此
の
脉
や
や 

 

鈍
に
長
く
、
葉
の
本
が
【
図
】 

 
 
 
 
 
 
 

中
脉
と
並
行
し
あ
り 

漸
々
狭
く
成
り
て
葉
柄
に
付
き
あ
り
。
又
葉
柄
及
び
枝
は
必
ず
赤
し
。 

 
 
 
 
 

香
気
強
し
。 

然
る
に
只
今
持
た
せ
上
げ
候
も
の
は 

 
 
 
 

此
の
脉
が 

糸
田
も
と
猴
神 
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中
脉
と
並
行
せ
ず 

 
 

の
祠
辺
に
て
昨
日
見
出
す
。 

 
 
 
 
 
 

葉
の
さ
き
鈍
な
れ
ど
長
か
ら
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

葉
の
本
も
葉
柄
に
㳂
ふ
て
長
引
か
ず 

 

葉
柄
や
や
赤
き
も
枝
は
赤
か
ら
ず
。
香
気
薄
し
。 



此
様
の
も
の
に
て
や
や
こ
の
様
の
葉
を
有
す
る
ら
し
き
も
の
は
、
ア
オ
カ
シ
、
イ
ヌ
ガ
シ 

ヤ
マ
カ
ウ
バ
シ1

位
い
の
も
の
と
図
書
に
て
見
受
る
も
、
画
は
一
向
あ
て
に
な
ら
ず
。 

又
冬
青

モ
チ
ノ
キ

の
類
に
も
こ
ん
な
も
の
あ
り
。
ヤ
マ
ク
ル
マ2

も
多
少
似
た
り
と
思
へ
ど 

標
本
手
本
に
な
き
故
分
ら
ず
。 

右
は
小
生
昨
日
一
種
の
菌
を
見
出
候
て
［
を
？
］
、
精
確
に
此
木
の
名
を
記
し
付 

置
き
度
故
、
御
尋
ね
申
上
候
。
早
速
分
ら
ば
一
寸
紙
末
へ
御
書
付
け
、
此
木
枝
共
々 

下
女
に
御
渡
し
被
下
度
、
一
寸
御
分
り
な
く
ば
木
枝
御
止
め 

置
き
、
異
日
樹
名
御
知
せ
被
下
度
、
其
節
木
枝
已
に 

枯
れ
候
は
ば
御
返
附
被
下
る
る
に
不
及
候
。 

 
 
 
 
 
 

敬
具 

一
寸
御
即
答
に
及
ば
ざ
る
場
合
に
は
、
下
女
え
其
旨
御
口
達
被
下
度
候
。 

 

1 

ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
（
山
香
ば
し
）：
山
形
、
宮
城
以
西
の
本
州
、
四
国
及
び
九
州
に
分
布
す
る
落
葉
樹
。
枯

葉
を
つ
け
た
ま
ま
越
冬
す
る
こ
と
で
、
受
験
生
の
お
守
り
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
黒
く
熟
す

実
に
コ
シ
ョ
ウ
の
よ
う
な
辛
味
が
あ
る
た
め
別
名
「
ヤ
マ
コ
シ
ョ
ウ
」。 

2 

ヤ
マ
グ
ル
マ
：
ト
リ
モ
チ
ノ
キ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
ト
リ
モ
チ
が
取
れ
る
。 


